
資料１

和歌山を除く主要地区からのアクセスは、関空は伊丹より３０分前後時間がかかり、360～2,240円高い。

また、難波では所要時間は変わらないが、料金は約2倍となっている。

◆主要都市から伊丹と関空への所要時間、費用比較
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資料２

関空に近い府南、和歌山県以外では、旅客の空港使用率は伊丹が７割、関空は3割

◆両空港の使用率 ◆各地区の利用者数 単位：人

地区 伊丹 関空 計

府北 5,619 1,142 6,761
府南 1,028 1,505 2,533
大阪府 計 6,647 2,647 9,294
兵庫県 3,929 1,011 4,940
京都府 1,244 359 1,603
奈良県 833 412 1,245
和歌山県 167 613 780

2府3県 計 12,820 5,042 17,862
出典）平成11年度旅客動態調査

◆利用者割合
全利用者を100として各地域・空港の

利用者割合を算出

地区 伊丹 関空 計

府北 31 6 38
府南 6 8 14
大阪府 計 37 15 52
兵庫県 22 6 28
京都府 7 2 9
奈良県 5 2 7
和歌山県 1 3 4

2府3県 計 72 28 100

伊丹・関空利用分布状況
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資料３

旅客数：伊丹は増加しているが、関空は減少している。

利用率：直近５ヵ年は伊丹が5～8%上回っている。

◆旅客数の平均伸び率
５年平均 ３年平均

伊丹 ＋5% ＋3%

関空 ▲2% ▲3%

注) 5年平均：97～01年度

3年平均：99～01年度

◆平均利用率
５年平均 ３年平均

伊丹 67% 68%

関空 61% 62%

注) 5年平均：97～01年度

3年平均：99～01年度

伊丹と関空の旅客数、利用率の推移（国内線）
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資料４

1) 着陸料 関空は伊丹より約5～10％程度高い。

2）航燃税・燃油費 関空発着東京以北路線は飛行時間が長く、コスト高。

3）賃借料 関空の賃借料は伊丹の約3倍。

1)着陸料（国内線）

伊丹 関空 差 比率 伊丹 関空 差

B747-400 273㌧ 489,000 518,700 29,700 106% 178 189 ＋ 11

B777-200 203㌧ 352,800 385,700 32,900 109% 129 141 ＋ 12
注）年間費用は単位着陸料に365(日)を乗じた

2）航燃税・燃油費 大阪発着北行き路線は飛行ルートの関係で、総じて飛行時間が関空発着の方が長い。

大阪発着南行き路線は伊丹の方が飛行時間は長いが、北行き路線ほどの差は認められない。

伊丹 関空 差 航燃税 燃油費 計

東　京 2:09 2:29 +20分 ＋ 23 ＋ 28 ＋ 50

札　幌 3:40 3:59 +19分 ＋ 21 ＋ 26 ＋ 48

福　岡 2:17 2:12 -5分 ▲ 6 ▲ 7 ▲ 13 注) コストはB777にて算出

沖　縄 4:01 3:56 -5分 ▲ 6 ▲ 7 ▲ 13 飛行時間は３社01年度実績より算出

3）賃借料 カウンター事務所の単価 関空 約 21,000円/㎡

伊丹 約　7,000円/㎡

年間1便運航時の費用差(百万円)飛行時間(1往復)

運航コスト

MTOW
年間1便運航時の費用(百万円)単位着陸料(円)



資料５

伊丹は発着枠の増加(98.7月)もあり、運航回数、座席数ともに近年増加。関空は伊丹への路線シフトもあり漸減。

◆平均伸び率

5年平均 3年平均

運航回数 伊丹 ＋3% ▲1%

関空 ▲1% ▲1%

座席数 伊丹 ＋4% ＋2%

関空 ▲3% ▲3%

注) 5年平均：97～01年度

3年平均：99～01年度

伊丹と関空の年間運航回数、座席数の推移（国内線）
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資料６

96年度ほぼ同数(伊丹:51、関空:50)であったが、02.10月は伊丹:57、関空:28と一部運休はあるものの、伊丹へのシフト

注）各社の延べ路線数

競合路線は重複してカウントしている。

(例えば、東京～伊丹はJAL/ANA/JASの3社が

運航しているので「3」とカウント）

ダイバート、短期間の臨時便は除く。

伊丹と関空の国内線延べ路線数推移
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資料７

東京駅から大阪/梅田駅への所要時間は、新幹線より伊丹が約20分、関空が約60分長い。

アクセス費用を加えた総運賃比較においては、航空は伊丹が約500円安く、関空が約500円高い。

◆「丸の内」、「梅田」間の所要時間・総運賃

注1 乗り継ぎ時間として、航空：1時間10分、

( 航空－新幹線 ) ( 航空－新幹線 ) 新幹線：10分と仮定

航 伊丹 ( ＋23分 ) 13,990円 ( ▲520円 ) 注2 航空、新幹線ともに６回回数券にて計算した。

空 関空 ( ＋54分 ) 14,990円 ( ＋480円 )

( - ) 14,510円 ( - )

移動手段 航空 伊丹 JR 山手線、モノレール、航空、バス

関空 JR 山手線、モノレール、航空、南海鉄道

鉄道 新幹線 のぞみ、JR 東海道線

移動時間、費用の航空・鉄道比較（東京駅～大阪/梅田駅）

新幹線 のぞみ

所要時間　注1 総運賃　注2

3時間08分

3時間39分

2時間45分



資料８

普通運賃では航空が2,380円高いが、利用者が主に利用する回数券では航空が2,000円程度安い。

また、航空はさまざまな割引運賃を設定し需要の喚起に努めている。

10月運賃 単位：円

*注1　特割の内訳 *注2

のぞみ ひかり 10/16適用 「のぞみ」利用時は2,350円を

普通 17,100 普通運賃 14,720 13,750 運賃(円) 便数 追加して利用。

往復 16,300 - - - 9,400 2

ｼｬﾄﾙ 14,900 - - - 10,400 2

回数券(6回) 12,450～12,750 回数券(6枚) 14,510 12,690 10,900 2

回数券(4回) 13,400 - - - 11,400 6

インターネット割引 14,200 - - - 12,400 17

特割　*注1 9,400～14,400 - - - 13,400 3

ビジネスきっぷ(25枚)　 *注2　14,510 12,160 13,900 2

航空は、「航空保険特別料金：400円」を含む 14,400 1

航空
新幹線

運　賃　　（東京～大阪）



資料９

環境対策費と特別着陸料相当分の着陸料推移
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*注： 98.1より特別着陸料が普通着陸料と
一本化されたため、97年度以降の特別着
陸料収入の数字については、96年度の着
陸料収入に占める特別着陸料の割合
（47%）を基に相当額を算定。

着陸料収入額　 　(1,026)                   (1,037)                    (1,081)                    (900)                     (935)                     (908)     億円
 （国内線）



資料１０

2001年度の伊丹の着陸料：約98億円（ANA/ANK＝52億円，JAL/JEX＝26億円，JAS/JAC＝20億円）

２．B747-400(国内線)の着陸料

単位：千円

関空 成田 羽田

(国内) (国内) (ローカル)

現状 489 519 489 326

着陸料増加分 429 - - -

値上げ後 918 - - -

３．着陸料等公租公課が運賃に占める割合

東京～伊丹 旅客一人当たり

現行 値上げ後

運賃 100% 100%

着陸料 11% 15%

航援料 7% 7%

航燃税 6% 6%

公租公課計 24% 28%

対象機材：B747-400(国内)

着陸料値上げ後も運賃は変更なしとした。

伊丹

伊丹空港着陸料の比較

１.世界の主要空港との着陸料比較　(カッコ内は伊丹の現行を100とした場合の指数)
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489千円 (100)
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78千円 (16)

47千円 (10)

単位：千円

着陸料値上げ後のレベルは、
86億円（2002年度の伊丹環境
対策費予算）を追加負担するも
のと仮定して算出した。



資料１１

マルチエアポートでないことから、同一航空券による伊丹と関空の相互利用が出来なくなる。

したがって、航空券を購入後に伊丹⇔関空で変更する場合、差額の支払いまたは新たな航空券の購入が必要となる。

マルチエアポート ニューヨーク（ＪＦＫ、ニューアーク、ラガーディア）、東京（成田、羽田）、大阪（伊丹、関空）のように同一都市圏の複数の空港を同一空港とみなす世界的慣行。

同一空港とみなす事で、運賃は同一に設定され、例えば、大阪～東京間においては、予約変更可能な運賃を利用する旅客は、どのような空港の組合せで

あっても両都市間を移動することが可能となっている。また、国際線航空券においても同様の利便性が提供されている

◆前　提 着陸料が86億円増加すると仮定し、これを運賃に転嫁することとする。

伊丹の旅客一人あたりの着陸料負担額はおおよそ500円なので、

伊丹発着全路線の運賃は500円上がるとする。

（例：伊丹～東京　片道運賃 現行：17,100円　→　変更後：17,600円）

１．伊丹～羽田の往復航空券を使用する旅客が、復路、伊丹ではなく関空へ帰る場合 単位：円

伊丹線往復運賃 33,600 ①

往復割引は適用できなくなり、差額（1,520円）の支払いが発生。 伊丹線片道運賃 17,600 ②

《参考》　梅田への空港アクセス費用差 関空が540円高い 払戻手数料 420 ③

払戻額 15,580 ①-(②+③)=④

(逆に関空の往復航空券を使用し伊丹へ帰る場合の差額は、2,520円） 新券(片道)購入 17,100 ⑤

旅客負担増加額 1,520 ⑤-④

２．伊丹～羽田の4回回数券を所持する旅客が、関空便を利用する場合 単位：円

関空線片道運賃 17,100 a

回数券は使えないため、新たに片道航空券の購入（17,100円）が必要。 伊丹線回数券運賃 13,800 b

未使用となった回数券は、その有効期限の90日間中に使用しない場合、無効となる。 回数券割引相当額 3,300 a-b

３．国際線航空券を利用して、行き先を変更する場合

航空券の再発行が発生する。また、運賃計算、帳票記入等に３０分程度時間を要する（サービスの低下）。

伊丹と関空がマルチエアポートでない場合の旅客に与える不利益

（※航空保険特別料金 400円を含む）

伊丹～東京の代表的な運賃 単位：円

運賃 1枚当り 運賃 1枚当り

片道 17,100 17,600

往復割引 32,600 16,300 33,600 16,800

4回回数券 53,200 13,300 55,200 13,800

払戻手数料　航空券1枚当り：420円

現行(11月運賃) 値上げ後（仮定）
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資料１２

東京～大阪の行き先変更可能航空券（回数券等）を購入する旅客は、東京～伊丹の航空券を購入する傾向が強い。

行き先変更可能な航空券を所持する旅客の内訳

単位：人

東京～伊丹 東京～関空 合計

① 2,507 722 3,229

② 50 164 214

②÷① 2% 23% 7%

データ：11月7日 ANA東京～大阪便サンプリング調査より

東京～大阪利用旅客の航空券購入嗜好性

行先変更可能な航空
券を所持する旅客数

行先変更した旅客数
のシェア

行先変更した旅客数

東京～伊丹

98%

2%

東京～関西

23%

77%

「東京～関空」で購入し、
「東京～伊丹」に搭乗した
旅客

「東京～伊丹」で購入し、
「東京～関空」に搭乗した
旅客

「東京～伊丹」で購入し、
変更せず、搭乗した旅客

「東京～関空」で購入し、
変更せず、搭乗した旅客






